
「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

《前時までの学習内容》 

複数の抵抗を直列や並列につないだ場合，回路全体 

の抵抗はどのようになるかを予想し，実験方法や手順 

を示した実験計画書を作成させ，全体交流を行った。 

 

 

 

直列回路 

抵抗器の 

種類 

20Ω 30Ω 20Ωと 30Ω 

電流 0.150A 0.100A 0.060.060.060.060000AAAA    

電圧 3.0V 3.0V 3.0V 

全体の抵抗 20Ω 30Ω 50505050ΩΩΩΩ    

 

  

直列回路 

抵抗器の種類 10101010ΩΩΩΩとととと 20Ωと 30Ω 

電流  

電圧 3.0V 

全体の抵抗  

並列回路 

抵抗器の種類 10101010ΩΩΩΩとととと 20Ωと 30Ω 

電流  

電圧 3.0V 

全体の抵抗  

 

並列回路 

抵抗器の 

種類 

20Ω 30Ω 20Ωと 30Ω 

電流 0.150A 0.100A 0.250.250.250.250000AAAA    

電圧 3.0V 3.0V 3.0V 

全体の抵抗 20Ω 30Ω 12121212ΩΩΩΩ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 電流の性質 

□ 本時の目標 複数の抵抗器を直列や並列につないだ時の回路全体の抵抗と個々の抵抗との関係を見いだす

ことができる。 

□ 学習の流れ（１０時間目／全１０時間） 

 

 

 

  

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

２ 実験の準備をする。 

 

 

 

３ 実験する。 

 ○ 直列回路と並列回路のそ

れぞれの実験を実施し，実

験結果を記録する。 

 

 

４ 考察する。 

○ 課題と実験結果をもとに

考察を行い，結論をノートに

書く。（個→班） 

○ 他の班と交流する。 

 

○ 全体で話し合う。 

 

５ 新しい課題に対して，結果

を予想し，実験で検証する。 

 

６ 本時のまとめと次時の予告 

 

 

 

・前時までに生徒が作成した実験計画を読ませて，実

験の方法や手順，実験上の注意点を確認させる。 

・班で役割分担を行わせ，直列回路，並列回路の両方

の実験を実施させる。 

 

・直列回路，並列回路，それぞれにおける電流計，電

圧計の回路へのつなぎ方に留意させる。 

・それぞれの電流，電圧を測定した後，表にデータを

記録させ，回路全体の抵抗をオームの法則を使って

求めさせる。 

 

・結果を分析して解釈させ，直列回路，並列回路にお

ける回路全体の抵抗のきまりを予想と照らし合わせ

て考察させる。 

・各班説明者２名を残して，他班の説明を聞き，考察

内容について討議させる。（途中で交代） 

 

 

・直列回路，並列回路にそれぞれ新たに 10Ωの抵抗を

追加した場合の回路全体の抵抗の大きさを導いた結

論を用いて予想させた後，実験で検証させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・結果を活用して，

直列回路，並列回

路における回路全

体の抵抗のきまり

について考察し，

自らの考えを導き

表現している。 

〔科学的な思考・

表現〕（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抵抗を直列につ

なぐと電流は流

れにくい部分を

それだけ長く通

過することにな

るね。 

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

    

    

    

○ 今回の改訂では，生徒に思考力，表現力を育成するために，観察，実験を計画する場面で検証方法を討論

したり，データを図図図図，，，，表表表表，，，，グラフグラフグラフグラフなどのなどのなどのなどの多様多様多様多様なななな形式形式形式形式にににに表表表表してしてしてして分析分析分析分析してしてしてして解釈解釈解釈解釈し，結果結果結果結果についてについてについてについて考察考察考察考察したことをしたことをしたことをしたことを

説明説明説明説明したりしたりしたりしたりするするするする機会を充実することが求められています。 

○ そのため，本時では，複数の抵抗を直列,並列につないだ際の回路全体の抵抗について，実験結果を表表表表にににに

整理整理整理整理しししし，，，，分析分析分析分析しししし解釈解釈解釈解釈させてさせてさせてさせて結論結論結論結論をををを見見見見いださせていださせていださせていださせていますいますいますいます。。。。また，その結果結果結果結果をををを説明説明説明説明させさせさせさせるるるる学習活動学習活動学習活動学習活動を設定すると

ともに，見見見見いだしたいだしたいだしたいだした結論結論結論結論をををを活用活用活用活用させて新新新新しいしいしいしい課題課題課題課題にににに対対対対してしてしてして予想予想予想予想をさせるをさせるをさせるをさせる活動活動活動活動を位置づけ，思考力，表現力を

育成することを目指しています。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

問題問題問題問題をををを見見見見いだしいだしいだしいだし，，，，観察観察観察観察，，，，実験実験実験実験をををを計画計画計画計画したりしたりしたりしたり，，，，観察観察観察観察，，，，実験実験実験実験のののの結果結果結果結果をををを分析分析分析分析しししし解釈解釈解釈解釈したりしたりしたりしたり，，，，

科学科学科学科学的的的的なななな概念概念概念概念をををを使用使用使用使用してしてしてして考考考考えたりえたりえたりえたり説明説明説明説明したりするしたりするしたりするしたりする学習活動学習活動学習活動学習活動をををを重視重視重視重視    

■  実験結果実験結果実験結果実験結果をををを「「「「表表表表」」」」にににに整理整理整理整理させ，それぞれの回路における回路全体の抵抗のきまりを見いださせます。 

複数の抵抗器を直列につないだときと，並列につないだときの回路全体の抵抗

の大きさは，一つ一つの抵抗の大きさと比較してどのようになるのだろう。 

【交流のための学習形態例】 

考考考考ええええをををを説明説明説明説明させるさせるさせるさせる機会機会機会機会をををを作作作作るためにるためにるためにるために学習形態学習形態学習形態学習形態をををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

    

○○○○    回路回路回路回路のののの違違違違いいいいととととオームオームオームオームのののの法則法則法則法則にににに着目着目着目着目してしてしてして，，，，実験実験実験実験のののの結果結果結果結果をををを分析分析分析分析ししししてててて

解釈解釈解釈解釈しししし，，，，表現表現表現表現することがすることがすることがすることができできできできるるるる。。。。        

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

抵抗を並列に

つなぐと電流

が流れる道筋

が増えるので

抵抗が小さく

なるね。 

30Ω 

回路全体の抵抗 

【並列回路】 

30Ω 

20Ω 

3V 
【直列回路】 

回路全体の抵抗 

20Ω 

3V 

実験結果実験結果実験結果実験結果をををを分析分析分析分析，，，，解釈解釈解釈解釈してしてしてして見見見見いだしたいだしたいだしたいだした結論結論結論結論をををを使使使使ってってってって，，，，新新新新しいしいしいしい課題課題課題課題にににについてついてついてついて予想予想予想予想させるさせるさせるさせる    

■  考察後，見いだした結論を使って，新しい課題に対して予想をさせます。その際，その予想が正し

いことを再度再度再度再度，，，，実験実験実験実験によりによりによりにより検証検証検証検証させることで，結論結論結論結論をををを科学的科学的科学的科学的なななな知識知識知識知識としてとしてとしてとして定着定着定着定着させることができます。 

各班２名程度，説明者を

残し，他の班へ説明を聞

きに行かせます。そして，

自自自自らのらのらのらの実験結果実験結果実験結果実験結果やややや結果結果結果結果かかかか

らららら見見見見いだしたいだしたいだしたいだした結論結論結論結論とととと照照照照らららら

しししし合合合合わせてわせてわせてわせて説明内容につ

いて討議させます。 

A グループ 

C グループ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

B グループ 

D グループ 

○ ○ 

○ ○ 

説明において

は，回路図回路図回路図回路図や表表表表

を用いて，説明

させます。 

説明者 
訪問者 

説明者 

訪問者 

説明者 

説明者 

◆「並列回路」の考察 

抵抗器を並列に接続すると回路を流れる電流は

0.250Aになり，抵抗器が一つの時より増えた。ま

た，回路全体の抵抗は計算すると 12Ωになった。

実験の結果から並列回路では回路全体の抵抗は，

それぞれの抵抗よりも小さくなると言える。 

（Ｒ＜Ｒ
１，

Ｒ＜Ｒ
２

）※  …結果（根拠）   …結論 

◆「直列回路」の考察 

抵抗器を直列に接続すると回路を流れる電流は

0.060Aになり，抵抗器が一つの時より減った。ま

た，回路全体の抵抗は計算すると 50Ωになった。

実験の結果から直列回路では回路全体の抵抗は，

それぞれの抵抗の和になるといえる。 

（Ｒ＝Ｒ
１

＋Ｒ
２

）※  …結果（根拠）   …結論 

並列回路の場合

は，一番小さい10

Ωよりも小さく

なると思う。電流

は，0.250A より

も増えると思う。 

直列回路の場合

は，10Ω増えて，

60Ωになると思

う。電流は0.060A

よりもきっと少

なくなると思う。 


